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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体（Ｂ）内部に備えた液流路の中途にシリンダ（13）を連通させるとともに、シリン
ダ（13）内を摺動するプランジャ（Ｈ）の押込み操作を行うトリガー（Ｉ）を備え、液流
路内に設けた吸込み弁（23）との間にシリンダ（13）内と連通する加圧領域を画成して所
定液圧で開弁する蓄圧式の吐出弁（42）を備え、トリガー（Ｉ）の操作により容器体内の
液を液流路終端のノズル（Ｊ）より噴出する如く構成したトリガー式液体噴出器に於いて
、プランジャ（Ｈ）の押込み状態ではシリンダ（13）内と容器体内とを連通し、常時は連
通が遮断される連絡路を設け、前記吸込み弁（23）を、射出筒（12）内に嵌着固定した筒
体（Ｋ）先端の吸込み弁座（83）に、常時上流側へ付勢させた吸込み弁体（35）を圧接さ
せて構成し、筒体（Ｋ）と射出筒（12）との間にシリンダ室Ｒ内と射出筒（12）内とを連
通する連通路（82）を形成したことを特徴とするトリガー式液体噴出器。
【請求項２】
　シリンダ（13）を内外二層構造で構成し、前記連絡路を、容器体内と連通するシリンダ
（13）外表面の第１開口（ａ）及びシリンダ（13）内表面の第２開口（ｂ）を連通する通
路（ｃ）と、該通路（ｃ）と常時連通し、プランジャ（Ｈ）外面とシリンダ（13）内面と
で画成した可動環状空間（ｄ）と、シリンダ（13）内面に凹設した導入凹部（ｅ）とで構
成し、プランジャ（Ｈ）の押込み状態でシリンダ（13）内と可動環状空間（ｄ）とが導入
凹部（ｅ）を介して連通する如く構成した請求項１記載のトリガー式液体噴出器。
【請求項３】



(2) JP 5067796 B2 2012.11.7

10

20

30

40

50

　筒体（Ｋ）をエラストマーで形成した請求項１又は請求項２のいずれかに記載のトリガ
ー式液体噴出器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はトリガー式液体噴出器に関し、詳しくは蓄圧式のトリガー式液体噴出器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　トリガー式液体噴出器は使用の簡便さから数多くの商品が提案されており、それに伴っ
てより高い機能の要求があり、液切れの良さを一つの目的として追求した蓄圧式の吐出弁
を備えた形態のものも、その中の一つとして提案されている。（例えば，特許文献１参照
）
【０００３】
　上記液体噴出器は、操作レバーを繰り返し牽曳して容器体内の液体を吸引，加圧，圧送
するポンプと、このポンプを一体的に備え、該ポンプによって、加圧，圧送された液体を
通過させる送給経路を有するボディと、このボディの送給経路の末端に配置され、送給経
路を通って圧送された液体を外界に向けて噴出する噴射ノズルとを備え、ボディの送給経
路内に、該送給経路を閉塞状態に常時保持し、液体の圧力が規定圧力に達したときにのみ
送給経路を開放する蓄圧弁を設けている。
【０００４】
　この蓄圧弁は、弁体と弾性部材とから構成されている。弁体は、内部を送給経路の一部
として構成した縦筒内に上下動可能に装着している。また、弾性部材は、弁体上部に於い
て、弁体の開口から内部空間へと入りこみ縦筒内周に形成した上向き段部形態の弁座に弁
体周囲の下向き段部形態のシール部を押し当てて縦筒内を閉塞状態に保持する一方、規定
圧力に達したときのみ弁座から弁体を離反させる反発力を有する如く構成している。
【特許文献１】特開２００６－２０５０４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記トリガー式液体噴出器は、ボディの縦筒内に蓄圧弁を挿入し、配置するだけで蓄圧
式のトリガー式液体噴出器に変更することができ、設計変更するなどの余計な手間をかけ
ることなしに液体の均一な噴出が可能である優れたものである。一方、この種の蓄圧式の
トリガー式液体噴出器は蓄圧弁を開放する一定圧まで液圧を上げるための上記閉塞状態を
保持する加圧領域が存在するため、使用当初に於ける内部に空気が存在する状態から、空
気と液の置換を行う初期作動に時間がかかるという不都合がある。初期作動に時間がかか
ると欠陥商品と誤認される虞れもあり、初期作動はできるだけ短時間で行えることが望ま
しい。
【０００６】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、液切れの良い均一な噴出が行えるととも
に、使用当初の空気と液との置換を短時間に効率よく行え、また、蓄圧弁を開放するため
の液圧を充分大きなものとすることができる優れたトリガー式液体噴出器を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、本体Ｂ内部に備えた液流路の中途にシ
リンダ13を連通させるとともに、シリンダ13内を摺動するプランジャＨの押込み操作を行
うトリガーＩを備え、液流路内に設けた吸込み弁23との間にシリンダ13内と連通する加圧
領域を画成して所定液圧で開弁する蓄圧式の吐出弁42を備え、トリガーＩの操作により容
器体内の液を液流路終端のノズルＪより噴出する如く構成したトリガー式液体噴出器に於
いて、プランジャＨの押込み状態ではシリンダ13内と容器体内とを連通し、常時は連通が
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遮断される連絡路を設け、前記吸込み弁23を、射出筒12内に嵌着固定した筒体Ｋ先端の吸
込み弁座83に、常時上流側へ付勢させた吸込み弁体35を圧接させて構成し、筒体Ｋと射出
筒12との間にシリンダ室Ｒ内と射出筒12内とを連通する連通路82を形成した。
【０００８】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、シリンダ13
を内外二層構造で構成し、前記連絡路を、容器体内と連通するシリンダ13外表面の第１開
口ａ及びシリンダ13内表面の第２開口ｂを連通する通路ｃと、該通路ｃと常時連通し、プ
ランジャＨ外面とシリンダ13内面とで画成した可動環状空間ｄと、シリンダ13内面に凹設
した導入凹部ｅとで構成し、プランジャＨの押込み状態でシリンダ13内と可動環状空間ｄ
とが導入凹部ｅを介して連通する如く構成した。
【００１０】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段又は第２の手段のいず
れかの手段に於いて、筒体Ｋをエラストマーで形成した。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のトリガー式液体噴出器は、使用当初の液流路或いはシリンダ13内に存在する空
気を液と置換する初期作動において、短時間に円滑に置換を行えるものであり、また、置
換後に於ける液の噴出操作時に加圧液の容器体内への還流も行える。また、液切れの良さ
或いは均一な液の噴出というこの種の蓄圧式の吐出弁を備えた噴出器の持つ特性を併せて
発揮する。
【００１２】
　また、シリンダ13を内外二層構造で構成し、前記連絡路を、容器体内と連通するシリン
ダ13外表面の第１開口ａ及びシリンダ13内表面の第２開口ｂを連通する通路ｃと、該通路
ｃと常時連通し、プランジャＨ外面とシリンダ13内面とで画成した可動環状空間ｄと、シ
リンダ13内面に凹設した導入凹部ｅとで構成し、プランジャＨの押込み状態でシリンダ13
内と可動環状空間ｄとが導入凹部ｅを介して連通する如く構成した場合には、第２開口ｂ
を容器体の上部よりずらした位置に開口する事ができ、その結果プランジャＨのストロー
クを大きくとることができ、噴射量を大きくしてもトリガー操作が重くなる等の不都合を
生じる虞れはない。また、二層構造であるため、通路ｃ等の形成が容易に行える利点もあ
る。
【００１３】
　また、前記吸込み弁23を、射出筒12内に嵌着固定した筒体Ｋ先端の吸込み弁座83に、常
時上流側へ付勢させた吸込み弁体35を圧接させて構成し、筒体Ｋと射出筒12との間にシリ
ンダ室Ｒ内と射出筒12内とを連通する連通路82を形成した場合には、射出筒12の長さに応
じた筒体Ｋを用意することにより、吸込み弁23の位置を無駄なく前方へ位置させることが
でき、効率の良い加圧噴出を行える。
【００１４】
　筒体Ｋをエラストマーにより形成した場合には、吸込み弁23のシール性がより向上する
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は本発明のトリガー式液体噴出器１を示すもので、トリガー式液体噴出器１は、装
着キャップＡと、本体Ｂと、吸上げパイプＣと、吸込み弁部材Ｄと、スピン部材Ｅと、吐
出弁体Ｆと、シリンダ部材Ｇと、プランジャＨと、トリガーＩと、ノズルＪとを備えてい
る。
【００１７】
　装着キャップＡは口頸部外周に周壁２を螺合させてトリガー式液体噴出器１を容器体に
装着するためのものであり、周壁２の上端縁よりフランジ３を延設して構成している。
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【００１８】
　本体Ｂは、有頂筒状の装着基部10と、縦筒11と、射出筒12と、シリンダ13を形成する筒
部14とを一体に形成している。装着基部10は、容器体口頸部に嵌合させるシール筒14を下
面より垂設し、パッキンｐを介して口頸部上に下面を圧接嵌合させる。また、外周下部に
装着キャップＡを回動可能に嵌合させており、外周下部に突設した係止突条16上面にフラ
ンジ３を係合させて上方への抜け出しを防止している。そして、装着キャップＡの周壁２
を容器体口頸部外周に螺合させることにより、容器体口頸部上面とフランジ３下面との間
でパッキンｐ及び係止突条16を挟持させる如く構成している。
【００１９】
　縦筒11は、装着基部10内後部に下端を開口し、装着基部10の頂部を貫通して上端をその
上方へ立設しており、内部に吸上げパイプＣの上端部を嵌着し、その下端を容器体内下部
に垂下している。
【００２０】
　射出筒12は、縦筒11の上端部に基端を開口して前方へ一体に延設し、先端部を大径に形
成し、大径部分先端にノズルＪを回動可能に嵌着している。そして、容器体内から吸上げ
パイプＣ内、縦筒11内、射出筒12内を介してノズルＪの噴出孔に至る液流路を形成してい
る。
【００２１】
　射出筒12内には上記吸込み弁部材Ｄと、スピン部材Ｅと、吐出弁体Ｆとを装着している
。吸込み弁部材Ｄは射出筒12内中間部に嵌合させた嵌着筒20より蛇行板状の弾性板部21を
介して吸込み弁体22を延設している。そして、射出筒12後端に突設した吸込み弁座17に吸
込み弁体22を圧接して吸込み弁23を形成している。
【００２２】
　スピン部材Ｅは、前部の中空の柱状部30の後端部にそれぞれ先端部を連結して後方へ一
対の円弧板状壁31を延設して構成している。そして、射出筒12の先端部の大径部後端部に
各円弧板状壁31を嵌着して装着している。また、柱状部30の外面には一対の凹溝32を凹設
している。
【００２３】
　吐出弁体Ｆはシリコーンゴムにより形成されたもので、柱状部30の後端部外周に嵌合さ
せた嵌合筒40より前方へスカート状の弁板41を一体に延設し、弁板41の先端縁を射出筒12
の大径部内周前部に圧接して吐出弁42を形成している。該吐出弁42は、吸込み弁23との間
に加圧領域を画成し、シリンダ13内圧の上昇に伴って加圧領域の内圧が所定圧まで到達す
れば開弁する如く構成した蓄圧式の吐出弁の形態をなしている。
【００２４】
　シリンダ13は前記筒部14とシリンダ部材Ｇとで構成しており、筒部14は、射出筒12と縦
筒11とのコーナー部分より斜め下方前方へ一体に突設している。シリンダ部材Ｇは、外筒
50内に同心円状に外筒50より短い内筒51を備え、外筒50と内筒51の後端縁を後壁部52で連
結している。後壁部52の中央にはコイルスプリングを嵌合させる凹部を設け、側部所定位
置には連通管53を備え、外筒50先端縁よりフランジ部54を延設している。そして、筒部14
内に外筒50を嵌着して筒部14と外筒50とで構成するシリンダ13と、内筒51で構成する補助
シリンダ13a との間をシリンダ室Ｒとして画成している。また、射出筒12の後部下面に突
設した連通窓19及び連通管53を介してシリンダ室Ｒ内と射出筒12内を連通させている。
【００２５】
　プランジャＨは、前端閉塞で後端開口の筒状をなす基部60を備え、シリンダ13内周を液
密摺動する前後一対のスカート状をなす外側摺動部61を基部60外周に突設し、補助シリン
ダ13a 外周を液密摺動する内側摺動部62を基部60内周に突設して構成しており、コイルス
プリングｓにより前方へ付勢させている。
【００２６】
　トリガーＩは、射出筒12の先端部両側に上端部を回動可能に連結してシリンダ13の前方
に揺動可能に垂下させており、プランジャＨの先端部に上部を連繋させて係止しており、
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後方への引き込みによりプランジャＨをコイルスプリングｓの付勢力に抗して後方へ移行
させる如く構成している。
【００２７】
　ノズルＪは、射出筒12の先端部に回動可能に嵌合させた回動筒70を前板71裏面より後方
へ延設し、また、スピン部材Ｅの柱状部30の前部外周に液密摺動可能に嵌合させた案内筒
72を前板71裏面より後方へ突設しており、案内筒72内の前板71に噴出孔73を穿設している
。案内筒72内面にはスピン部材Ｅの凹溝32とそれぞれ連通して液流路の開閉を行う一対の
凹溝部74を設けている。ノズルＪの下面から、トリガーＩの引き込みを防止する邪魔板75
を垂設している。
【００２８】
　本発明では上記プランジャＨの押込み状態ではシリンダ13内と容器体内とを連通し、常
時は連通が遮断される連絡路を設けている。連絡路は、図２に拡大図で示す如く、容器体
内と連通するシリンダ13外表面の第１開口ａ及びシリンダ13内表面の第２開口ｂを連通す
る通路ｃと、該通路ｃと常時連通し、プランジャＨ外面とシリンダ13内面とで画成した可
動環状空間ｄと、シリンダ13内面に凹設した導入凹部ｅとから構成される。また、本例で
は、この連絡路と関連して容器体内の負圧化を解消するための凹部ｆをシリンダ13内面に
凹設している。
【００２９】
　上記の如く構成されたトリガー式液体噴出器１は、図１の状態から邪魔板75を回動させ
てノズルＪを回動させるとトリガーＩの引き込みが可能となるとともに、スピン部材Ｅの
凹溝32とノズルＪの凹溝部74とが連通してその部分からの液の噴出が可能となる。使用当
初はシリンダ13内や射出筒12内或いは縦筒11内には空気が存在し、最初の数回のトリガー
Ｉ操作によりこの空気を排出した後、液の噴出が行える。当初トリガーＩを引きプランジ
ャＨを後方へ押し込むとシリンダ室Ｒ内及び射出筒12の加圧領域内の空気は加圧されて吐
出弁42を開き、噴出孔73より排出される。この際プランジャＨがシリンダ13後端部まで到
達すると、図３に示す如く、導入凹部ｅを介してシリンダ13内と可動環状空間ｄとが連通
し、更に可動環状空間ｄは第２開口ｂ，通路ｃ，第１開口ａを介して容器体内と連通し、
従って、シリンダ13内の加圧空気はこの連絡路を介しても外部へ排出される。
【００３０】
　また、プランジャＨがコイルスプリングｓの作用で元の状態に戻ると、シリンダ室Ｒ及
び加圧領域内が負圧となり、弾性板部21の弾発力に抗して吸込み弁23が開き容器体内の液
を加圧領域及びシリンダ13内ヘ導入する。この際、縦筒11内にある空気も一緒に導入する
。この操作を繰り返し行うことにより徐々に空気と液の置換を行い最後には、射出筒12の
領域及びシリンダ13内に液を充満させることができる。
【００３１】
　空気と液の置換が終了した後トリガーＩを引き込めば、加圧領域及びシリンダ13内の液
圧が上昇し、所定液圧となった際に吐出弁42が開き噴出孔73より噴出される。液圧が下が
ると吐出弁42が閉じ、噴出が自動的に停止される。液の噴出により容器体内が負圧化した
場合には、プランジャＨを引き込んで凹部ｆから可動環状空間ｄ，第２開口ｂ，通路ｃ，
第１開口ａを介して容器体内に外気が導入され、負圧が解消される。
【００３２】
　図４は他の例を示すもので、本例では、図１の例に於いて、射出筒12内の構造が相違す
る形態のものを示す。
【００３３】
　本例に於いて、射出筒12内には筒体Ｋと、スピン部材Ｅと、吐出弁体Ｆとを装着してい
る。筒体Ｋはシリコーンゴムにより形成されたもので、筒部80の外周に放射状に四枚の係
合リブ81を突設して構成している。各係合リブ81の先端及び後端は、筒部80の先端及び後
端より所定幅後方或いは前方に凹んだ位置に存在し、換言すれば、各係合リブ81の先端及
び後端には所定幅の切欠き部を設けている。そして、射出筒12内後部に於いて、各係合リ
ブ81の縁部を射出筒12の内面に嵌合させて装着固定している。この際、各係合リブ81後端
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より後方へ突出した筒部80の後端部外周を射出筒12後端の縦筒11との連通孔に液密に嵌合
させている。また、下方の二枚の係合リブ81間の隙間を、連通窓19を介してシリンダ室Ｒ
内と加圧領域とを連通させる連通路82として構成している。更に、筒部80の先端を吸込み
弁座83に構成している。
【００３４】
　尚、係合リブ81は上記例の如く四枚のものに限らず、二枚のものであっても或いはその
他の枚数であっても良い。二枚の場合に於いて、上下に係合リブ81を位置させ、連通窓19
の幅を係合リブ81の幅より大きくすれば、両側を連通路82として構成することができる。
また、各係合リブ81の先端部を筒部80先端部より突設させて、吸込み弁座83に圧接した吸
込み弁体周囲に当接して吸込み弁体を筒体Ｋ中心位置に案内する案内部として構成しても
良い。
【００３５】
　スピン部材Ｅは、前部の柱状部30の後端部にそれぞれ先端部を連結して後方へ一対の円
弧板状壁31を延設し、各円弧板状壁31後端間を連結する後壁部33より後方へ蛇行板状の弾
性板部34を介して吸込み弁体35を延設している。そして、射出筒12の先端部の大径部後端
部に各円弧板状壁31を嵌着し、吸込み弁体35筒体Ｋの筒部80の先端が構成する吸込み弁座
83に圧接させて吸込み弁23を形成している。また、各円弧板状壁31の前後方向中間部は肉
薄に形成している。その他は図１の例と同様であるため、同符号を付して説明を省略する
。
【００３６】
　本例の場合も図１の例と基本的に同様の作用を行うが、加圧領域を極めて狭くとれるた
め、同じシリンダ13及びプランジャＨを採用しても液圧をより大きくできる利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】トリガー式液体噴出器の縦断面図である。（実施例１）
【図２】トリガー式液体噴出器の要部拡大断面図である。（実施例１）
【図３】トリガー式液体噴出器の要部拡大断面図である。（実施例１）
【図４】トリガー式液体噴出器の縦断面図である。（実施例２）
【符号の説明】
【００３８】
　１…トリガー式液体噴出器
　　Ａ…装着キャップ
　　　２…周壁，３…フランジ
　　Ｂ…本体
　　　10…装着基部，11…縦筒，12…射出筒，13…シリンダ，13a …補助シリンダ，
　　　14…筒部，15…シール筒，16…係止突条，17…吸込み弁座，19…連通窓，
　　　ｐ…パッキン，Ｒ…シリンダ室
　　Ｃ…吸上げパイプ
　　Ｄ…吸込み弁部材
　　　20…嵌着筒，21…弾性板部，22…吸込み弁体，23…吸込み弁
　　Ｅ…スピン部材
　　　30…柱状部，31…円弧板状壁，32…凹溝，33…後壁部，34…弾性板部，
　　　35…吸込み弁体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ｆ…吐出弁体
　　　40…嵌合筒，41…弁板，42…吐出弁
　　Ｇ…シリンダ部材
　　　50…外筒，51…内筒，52…後壁部，53…連通管，ａ…第１開口，ｂ…第２開口，
　　　ｃ…通路，ｄ…可動環状空間，ｅ…導入凹部，ｆ…凹部
　　Ｈ…プランジャ
　　　60…基部，61…外側摺動部，62…内側摺動部，ｓ…コイルスプリング
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　　Ｉ…トリガー
　　Ｊ…ノズル
　　　70…回動筒，71…前板，72…案内筒，73…噴出孔，74…凹溝部，75…邪魔板
　　Ｋ…筒体
　　　80…筒部，81…係合リブ，82…連通路，83…吸込み弁座

【図１】 【図２】
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